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運用開始後1年あまりが経過しましたが、あまり活発に運用されている 
とは言えない状況です。ランニングコストは岸和田市医師会から支出 
されており、継続のためにも、もう少し活発な利用をお願いします。 

なぜ活発な利用がなされていないのか？ 

１.パソコン、スマホ等でID/パスワードなどを管理入力して簡単にログイン
できる環境が職場等に無いので面倒、あるいは新たな入力が面倒 
２.その面倒さを上回るような、従来の方法（電話、Fax、文書、メール）
に比べたメリットが感じられない 

考えられる理由 
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色々あるけど、最大の長所は 

関係する多職種一同が常に同じ内容を共有し、話し合えること 
今の所、本人・家族を入れてはいないが、いわば 
サービス担当者会議的な場が、バーチャルにできること 
その結果 
その利用者さんのサービスを担当する 
チームとしての一体感が作られる 
ことにつながると言うことだと思われます 
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医師 

訪看 
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デイ 

薬剤師 リハ 

従来の連絡 
それぞれの連絡が他の職種にまでは 
伝わりにくい 

違う色は違う内容や言葉が多い 

ネットワークでの連絡 

CM 

医師 
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HH 

デイ 

薬剤師 リハ 

例えば訪問看護師から発信 

みんなに同じ内容が伝わる 
みんなに伝わることを意識して発信 
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利用者さんに役立つ多職種チームを意識的に作りましょう

3.医療情報・介護情報の共有 

2.サービス担当者会議、居宅療養管理指導、退院時カンファレンス 
　などのある程度の部分を代替したり時間を短縮できる 

1.自施設の業務のための情報取得が一部簡略化できる 

チーム作りには努力が必要です。 
カナミックネットワークをチーム作りに利用しましょう 

他にもこんなことが出来ます 
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（１）まず事業所でID/パスワードを取得しておきましょう

必要なこと　個人情報の取扱に関する誓約書を記入し利用登録依頼書と共に 
　　　　　　岸和田市医師会在宅医療地域連携室（担当　吉田氏）にFAX 
　　　　　　　をするとカナミック社から封書でID/PWが届きます　 

（２）実際の運用時には患者さんの部屋作成が必要です

必要なこと　主治医が患者（家族）から同意書を取得し、 
　　　　　　部屋作成依頼書と共に 
　　　　　　岸和田市医師会在宅医療地域連携室（担当　吉田氏）にFAX 
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ログイン画面　 自分が関連する部屋の情報一覧 

自分が参加する 
部屋の一覧 

R`m[S=ÞÔ5"��
部屋の詳細 

参加者・ケアレポート　データフォルダ 
サービスカレンダー 

データフォルダ　写真や文書をup 
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チーム作りには努力が必要です。
多職種の皆さんはぜひ主治医に
「カナミックやりましょうよ」とラブコールを
してください
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